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1. Matrix-TreeTheorem とLinkGraph

天 橋 淳

2次元球面 S2-の linkの projectionは S2をいくつかの領域に分割する｡ これ らの領域

は 2つの classに分類 されることが知 られてお り,このことから li止 graphが定義 され link

の determinantという linktypeの invariantが得 られる｡ R･H.CrowellはKirchhoffによる

matrix-treetheoremを用いて linkの deteminantが Iinkgraphの spanl-lingtree と関係が

あることを示 し, BankwityTheoremの証明に応用 している｡ここでmatrix-treetheorem

とは graphGから得 られ るある正方行列の余因子がGの spanmingtreeの個数に等 しいことを

示すものである｡

本論文では, weightedgTaphに対するmatrix-treetheoremを説明し, Kirchhoff の定理

がその Corollaryとして得られることを示す｡また, li血 graphの spanningtreeと linkgraph

の基本変形をもとに linkの deteminantが li止 typeの invariantであることの別証を与えそ

の性質を調べる｡

2.0n GroupsofTWisトspunKnots

吉 川 克 之

n-kn｡tとは (n+2)次元ユークリッド空間Rn十2内にlocallyflatに embedされたn-sphere

のことである. A.ArtinはR4の中の平面 R2上に両端 を持っ ｡rcを, この平面 R2を軸 とし

て回転する事によりR4の中の 2-knotを構成 した. E.C.ZeemanはArtinの 2-knotを複

雑に した twist-spunknotを考え出 した｡本論文ではまずこの twis卜spunknotが Fox のい

わゆるmovingpicturemethodにより構成出来る事を証明 した｡次に1-knotkのn-twist-spun

knotのgrOupG(k,a)の代数的性質を調べた｡主な研究結果は次の通 りである.☆ [定理]rank
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G′(b･n)≦(m-1)(n-1),但 し, kは m-bridgeknot,n≧1 ☆[定理] k:normal

form (a･β)を持LJj2-bridgeknotに〉G′(k･2)≡Za ☆ [定理]任意の正奇数Nに対 して

order2N及び 4Nの元を持っ 2-knotが存在する｡☆ [定理] C(G(k,n))⊆Z㊦A, 但 し

A-C(G(k,a))nG'(k,a),n40.G'(k,n)-lG(k,n),G(k,n)]

3. ドリフ ト波乱流の厳密 Gauss分布解 と

その 2時間相関関数

長 沢 潔

磁場のかかったプ ラズマ中の電場 ¢はプラズマの電気伝導率 を-,イオンの温度 をOとした

近似でHasegawa-Mima方程式 と呼ばれる非線形偏微分方程式

∂

一訂(Vヱ¢-め)+i(V⊥¢×‡)vli(Vl¢-1nn)-0

に従 う｡

¢を理想的確率関数のHermite汎関数列で展開することによ りその確率的性質を調べた｡

その結果,厳密にGauss分布 をする特解 が見出され,その 2時間相関関数 く¢(0)め(i))は

指数的に減衰する事が示 された｡

更にHasegawa-Mima方程式 を精密化 し, ドリフ ト,モー ドと対流モー ドに分け前者に対す

るGauss分布 の解が後者 を励起するというモデルで拡散 を計算 LBohm型の拡散係数を得た｡

4. Self-ConsistentlJinstein Theory と

その相転移現象-の応用

井 尻 雅 春

非調和格子振動子系の物性 を Einstenモデルによる自己無撞着近似理論によ り議論する｡

従来の sel卜consistentphonontheoryとは異なり, 本研究では実空間一休近似の括像 を採用

する｡言 うまでもなく,非調和性は自己無撞着になる条件により取 り入れる｡この方法により,
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